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平成３１年度入学生

保護者説明会資料

平成３１年１月２４日（木）

会場：体育館

加西市立加西中学校
住 所 加西市上宮木町５２４番地

電 話 ０７９０－４９－０２００

ＦＡＸ ０７９０－４９－１５７６
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日 程

１． 開 会 15:00

２． 学校長挨拶

３． 中学校生活について

・加西中学校教育推進プラン ････････ 2

・学習面について ････････ 4

・生活面について ････････ 6

・充実した学校生活 ････････ 10

・入学準備、入学式について ････････ 12

４． 質 疑

５． 閉 会 16:00
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学校経営の概要

（１）本校の教育

①校 訓

一 以 貫 之
②教育目標

自ら学び続ける、心豊かな生徒の育成

③本校のめざす生徒像

自 主 友 愛 創 造

かんがえる生徒 ささえあう生徒 いきぬく知恵のある生徒

しっかり勉強して多くの知 友だちや家族など周りの人 勉強や部活動等で、うまく

識と考える力を身につけ、 たちの良いところを見つけ、いかないことがあったり、

自分で正しく判断し、行動 思いやる心やいろいろな事 失敗したりしても諦めずに

できる生徒 に感謝する心を持てる生徒 粘り強く、自ら学び続け、

頑張りぬく生徒

④経営方針

「 教 学 一 如 」

上記のことを、学校経営の根幹に据え、

「未来に夢や目標をもち、自立して将来を切り拓く、心豊かな生徒の育成」に努める。
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学校運営の概要

高等教育・高等技術 習得チャレンジ

教育の目的
グローバル社会に対応し、人として豊かに生きていく力

「A I」に使われるのでなく、「A I」を使いこなす

校 訓 ：「 一 以 貫 之 」
教育目標 ：自ら学び続ける心豊かな生徒の育成
目指す生徒像：〝自主〟〝友愛〟〝創造〟
経営方針 〝教学一如〟の精神で「個」を支え、「集団」を導く教育の推進
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「基礎学力」「基礎体力」の定着

☆「基礎基本」の徹底と「新たな学び」への挑戦
・「教科嫌い」をつくらない教科指導
・「公開授業研究」の推進（校内研究の充実）

☆教育環境の充実
・「学びの場」に応じた環境整備
・ICT機器を含む施設、備品、用具の整備

☆効率的、効果的な部活動運営
・科学的、医学的知識の習得と経営マネジメントの導入
・「心、技、体」調和のとれた発達を補佐

「基礎モラル力」の育成

☆「道徳、人権学習」の推進
・道徳教科化 ⇒ 授業力向上（道徳教育のプロに）

☆「特別活動」の充実
・「道徳実践の場」「リーダー育成の場」としての位置づけ
⇒「事前、事後指導の徹底と次年度への「引き継ぎ」

・「いのちの教育」の推進

☆「特別支援教育」の充実
・「インクルーシブ教育」を意識化
・「発達障害」への理解促進
・支援ポイントの「見極め」と丁寧な「導き」

「教職員の資質」の向上

★校内研修体制の整備
・〝教育のプロ〟としての「専門性」
・〝支え〟を求める生徒を見逃さない「鋭い感性」

★「コンプライアンス意識」の確立
・「諸事徹底」を〝合い言葉〟に、誰からも信頼される教師に

★安全、安心な学校づくり
・「危機管理能力」と「危機対応能力」を兼ね備えた教師に
・人権感覚に基づく学校（学級）経営

★人材育成の観点に立った組織づくり
・「任せて、支える」育成姿勢で、温かな職場風土を醸成
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『学習活動に関すること』

学習努力目標『活気ある、意欲的な学習活動の推進』

・規律ある学習の場づくりの推進

・基礎基本の定着

・わかりやすく活気あふれる授業づくりの推進

・生徒会実践部（学芸部、図書部）活動の推進

（１）中学校の学習について

① 教科担任制

教科によって先生が変わる。

② 教科

算数→「数学」 図工→「美術」 家庭科→「技術･家庭」

③ 学習姿勢 『授業はみんなで創るもの』(認め合い･支え合い･高め合う)

授業準備を忘れず、授業に集中し、宿題や課題にきちんと取り組む積

み重ねが大切。

④ 新学習システム

基礎・基本の徹底 個に応じた学習 自ら学ぶ力の育成

少人数学習 H30年度は､３年…数学・英語 (基礎クラスと普通クラス)

２年…数学 (基礎・普通) 英語(奇数･偶数）

複数指導 H30年度は､１年生…数学･英語

（２）勉強の仕方について（予習→学校の授業→復習）

① 授業の準備をきちんとする。

② 毎日の授業に集中し、積極的に参加する。

③ 家庭学習をしっかりする。

＊家庭学習の充実

・ 毎日机に向かう習慣をつける(始める時間を決める)

・ 復習中心の学習を行う(教科によっては予習も必要)

・ 自己の弱点補強の自主学習に努める(学習の継続)

（３）年間授業時数

国 社 数 理 音 美 保 技 英 道 学 総 合

語 会 学 科 楽 術 体 家 語 徳 活 合 計

１年 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 50 1015

※年間 35 週として計算（例：105⇒週 3 時間× 35 週、140⇒週 4 時間× 35 週）
※授業時間の１時間は、原則として５０分

※教科は教科担任が、道徳・学級活動は学級担任が指導します。

※保健体育は、原則として男女別で実施
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（４）テストについて

・定期考査 …１学期(中間･期末) ２学期(中間･期末) ３学期(期末)

中間テストは５教科､期末テストは９教科実施

※３学期は３年生のみ中間も実施

・課題テスト …長期休業日明けに実施

・到達度テスト…３年生は適宜、１･２年生は３学期に１回実施

・その他 …単元テスト 小テスト等

※テストはテスト日に受けての評価になります。体調管理も大切に。

※日頃の学習･復習が大切であることに加えて、計画的なテスト調べが必要。

また、テスト終了後、テスト直しと勉強方法の改善を行うことが大切です。

（５）通信簿について

・絶対評価 [５段階評定]

知識･理解面だけでなく、意欲･関心･態度や思考力･表現力･技能等も

絶対評価(Ａ ,Ｂ ,Ｃ)を行い、総合的に評価を行います。
・学習状況だけでなく、行動の様子･出欠の状況等もお知らせします。

（６）お願い

○ 子どもたちの基本的生活習慣と学力とは密接な関係があります。

「早寝」｢早起き｣｢朝ごはん｣｢挨拶｣「お手伝い」等を心がけて下さい。

スマホやタブレット等の使用状況が学力に大きく影響しています。

【全国学力学習調査結果から学力が高い生徒】

◇ＰＣ、スマホゲームをする時間が１時間未満だった生徒

◇ＴＶ、ＤＶＤ、動画を見る時間が２時間未満だった生徒

◇携帯・スマホで通話やメール、ネットをする時間が１時間未満だった生徒

※逆に利用時間が長くなるにつれて、正答率が低い傾向にあります。

○ 家庭においては、次のことを意識していただくことが大切です。

①自主的・計画的な家庭学習の習慣を身につけさせること（自律）

自己コントロールは何をするにしてもとても大切です。

②手伝いをしっかりさせること（社会性）

集団の一員であるという自覚は安心につながります。

③家庭での約束ごとを決めてしっかり守らせること（規範意識）

中学生はまだまだ未熟です。道しるべが必要です。

○ 勉強と部活動の両立ができるよう応援してやってください。

○ 学校からの配布物の確認と課題等の提出も気にかけていただき声をかけて

やってください。
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『生活面に関すること』

(１）指導目標

『自主自律の生活態度の育成』

(２) 中学校が目標としていること

① 社会生活の基本を身につけさせる

・ルール(規則) …学校の決まり・交通ルールなど・社会のルール

・マナー(礼儀) …挨拶・時間・服装・言葉遣い・交通マナーなど

・モラル(道徳心)…思いやり、より良い友人関係、より良い生活など

② よりよい集団をつくる

・誰もが安心して気持ちよく過ごせる学級づくり

・生徒が主体的に取り組む学校生活の推進

・お互いに関わり合い、よりよい学校生活を考え創造できる集団

③ 個性を尊重し、個に応じた指導を展開する

・生活ノート等を通して、生徒を理解する

・保護者との連携を大切にする

・スクールカウンセラーとの連携を図る

(３) 充実した中学校生活を送るために

① 規則正しい生活を心がけさせて下さい。（起床・朝食、帰宅、就寝時刻等）

② 欠席、遅刻は、学校へ保護者が電話で連絡をして下さい。(7 : 4 0 ～ 7 :5 5)

③ 遅刻・早退をする場合は、原則、保護者の送迎でお願いします。

④ 登下校の際は、「加西中学校自転車通学安全規則」を守り、安全に登下校で

きるようご協力をお願いします。

※道路横断時、信号機のない交差点での道路横断は自転車を押して横断する

⑤ 携帯電話やパソコンは、保護者の監督責任の下で使用させて下さい。

※ LINEやネットのトラブルが急増しています。保護者責任でお願いします。
⑥ 保護者同伴以外の外泊は禁止しています。友達の家での外泊は絶対させない

で下さい。これがきっかけとなり、問題行動への第一歩となる場合が多い。

※ その他の休日の過ごし方は、入学後に生徒を通じてお知らせします。

ご理解いただき、ご協力をお願いします。

※ 自転車通学はあくまで許可制です。ルールが守れない人は、自転車通学の許可

を取り消すこともあります。
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(４) 部活動
部活動は、運動や文化的な活動に興味をもち、喜びや楽しさを体得できるよう能力

に応じて取り組んでいます。３年間続けていくことによって心身を大きく成長させます。

原則、いずれかの部に入部するように生徒に勧めています。

平成３１年度

文 化 部 運 動 部

《男女共通》 《男 子》 《女 子》

バレーボール バスケットボール

吹奏楽 ソフトテニス

美 術 《男女共通》

陸上競技 剣道 サッカー 野球

※ノー部活デーについて

週当たり２日以上の練習を休む日を設定し、平日及び土日等の休業日にそれぞれ

１日以上としています。

(５) 日課表（※現行の日課表です。H３１年度は変更の可能性もあります。）

８：１０ 予鈴

８：１５～ ８：３５ 朝の読書・朝の会、全校集会・学年集会

８：３５～１２：２５ １～４校時（５０分授業、業間１０分）

１２：２５～１３：１０ 給食・休憩

１３：２５～１５：１５ ５～６校時（５０分授業、業間１０分）

１５：２５～１６：００ 清掃・終わりの会

１６：０５～ 部活動

【最終下校時刻】

① ３月～秋分の日 １８：００

② 秋分の日～市新人大会(10 月) １７：４５

③ 市新人大会～東播新人戦 １７：３０

④ 東播新人戦～１０月末 １７：１５

⑤ １１月・１２月 １７：００

⑥ １月 １７：１５

⑦ ２月 １７：３０

※天候等により、臨時変更あり

※定期テストの３日前からテスト期間中はノー部活デー

朝練習は１週間前からノー部活となります

※夏季休業中には、学校閉校日が設定され、ノー部活となります
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(６) 自転車規定

① 購入時の型（純正）を基本とする。部品交換等による改造をしない。

② 付属品は、ライト、ベル、反射板、荷台、カギ、スタンド、前のかご

とし、その他の装飾品はつけない。 ※平行スタンド（引き起こし式）

③ サドル高やブレーキの効きが安全に運転できるよう調節されている。

※ 以上の①～③の規定が満たされた自転車にのみ、下記の鑑札(許可証)を４月の

自転車点検で発行します。鑑札は自転車後部の見やすいところに貼付します。

Ｈ３１
（平成３１年度１年生は赤色のシ－ル）

加西中
（１組１番の例）

１０１
※ 必ず購入時に自転車の防犯登録及び、TS マーク付帯保険への加入を奨励しています。
※ 荷物は出来るだけ後ろの荷台にくくり、前のかごには重い荷物は入れない。

※ 自転車に乗る場合には、必ずヘルメットを着用し、交通ルール・マナーを遵守する。

頭髪についてのきまり
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加西市立加西中学校制服規定

＜男子＞ 黒色標準型学生服 ＜女子＞ 紺色標準型セーラー服
（標準マーク付） （本校指定）

・胸あてをする

・白線３本(手首も)

・名札を必ずつける

・白のネクタイ

・裏ボタンは黒とする

・膝が見えない長さ

・形は自然なストレート

・ノータックまたはワンタック

・ベルト（黒色学生用ベルト）

を必ずつける

・靴下は白

・靴は白

留意事項

・男女とも、身の丈に合った制服を着用すること。

・夏季は、男女とも角襟カッターシャツか開襟シャツとする。

・靴は白の通学用運動靴。テニスシューズ、デッキシューズ等は不可。

・ウインドブレーカーを着用するときは、学校指定のものに限る。（１１月～３月）

※標準学生服認証マーク（標準マーク）
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『充実した学校生活を送るために』

中学校生活では、自分で考え・判断し・行動する「自立」が、これまで以上に求められます

（１）生活習慣を整える

特に入学当初は、小学校からの生活リズムの変化を余儀なくされ、慣れない環境下での

生活のスタートに、個人差はありますが心身の疲れを感じやすくなります。中学校生活は

「基本的な生活習慣」を大切にしないと、心身のリズムが崩れ、学習・生活面に影響が出

るだけでなく、攻撃的になったり、意欲が出なかったりと、精神面での影響も出てきます。

「決まった時間に起きる」「決まった時間に寝る」「決まった時間に学習する」「朝食を

食べる」等の「基本的な生活習慣」を新しい生活スタイルの中で確立させる事が重要であ

り、そのことが、落ち着きある安定した生活をつくり、心身のバランスの良い成長を可能

にします。

（２）「少年は手を離せ目を離すな」「青年は目を離せ心を離すな」

思春期にある中学生の時期は、心身ともに「子ども」から「大人」への移行期であり、

「自立」に向けての第一歩を踏み出すとても重要な時期です。第二次性徴の発現で身体の

急激な変化が始まり、それに伴うホルモンバランスの乱れにより、心理的に不安定になっ

てくるのもこの時期です。自我意識が強まり、自分らしさを見いだそうと探求していきま

す。そのため、それまで素直に受け入れてきた身近な大人の言動に対しても、反抗的にな

ります。また、大人から距離を置こうとする一方で、友人とより親密な交友関係を作ろう

としていき、時には人間関係に悩んでしまうケースも出てきます。

思春期は、大人にとっても子どもへの対応が難しい時期でありますが、当の子どもたち

にとっても、不安で大変であり、なおかつ大切な時期でもあります。「キレやすさ」「扱い

にくさ」等に手を焼くことも多々ありますが、どんなに親を遠ざけようとしていても、ま

だまだ親なしでは生きていけない年代です。子どもの心の葛藤を理解し、話を忍耐強く聞

いてやりつつ「ダメなことはダメ」という毅然とした態度を失わないことが大切です。親

は見守る姿勢を基本としつつも、方向性を見失わないようにサポートしてやることが必要です。

（３）その他、健康管理に関すること

①保健調査表･･･････ 入学時に配布しますので、緊急連絡先をもれなく記入し提出下さい。

②生活管理表･･･････ 運動制限等の生活管理(心臓疾患、腎臓疾患等)が必要な生徒は、入学と

同時に管理表を担任に提出して下さい。

③アレルギー管理･････ アナフィラキシー既往者・エピペン保有者・給食の詳しい成分表を

希望する者・鶏卵除去食を希望する者・牛乳等欠食者は、入学と同

時にアレルギー管理表を提出して下さい。

希望があれば事前相談を行います。

④保健室休養･･･････ 頻回に来室する場合、家庭で様子を見て欲しい場合、保健室から「連絡票」を

持って帰ります。帰宅後の様子を記入し、登校した日に持たせて下さい。

⑤カウンセリング･･･ 臨床心理士が週１回来校します。お子さんの事で気にかかること等、

気軽にご相談下さい。（予約制：詳しくは担任まで）
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☆中学生時代の特徴

◆思春期と言われ、「自我の確立」がはじまり、「自立」へ向かっていきます。

・かまうと「うるさい」「ほっといてほしい」と言いながら、ほっておかれると「わかって

ほしい」「力になってほしい」という気持ちが強くなる。このような反抗と甘え、独立と

依存の矛盾・葛藤が中学生の心理と行動を複雑で不安定にします。

・反抗期とは、自立期であり誰もが経験する時期です。自立のための反抗か、反抗のための

反抗(非行化による)かを、区別しなければなりません。いつまでも、子ども扱いをしない

で、保護者は「子どもの自立のために何をすべきか」を考える必要があります。

・自分や社会について深く考え見つめようとします。その中で、自分と友達を比べて、自尊

心と劣等感、自己顕示と自己嫌悪などの内面の葛藤に苦しみ、悩むことが多くなります。

また、社会や大人に対し理想と現実に幻滅したり、怒りをもったりします。

これらは、子ども達が自己を確立していく途中で、考えたり、感じたり、経験しなければ

ならないことです。この様な感情をもちながら、子どもは自己の確立をしていきます。

◆第２次成長期と言われ、身体面で急速に成長し、親より大きな体になる生徒が多くいます。

・性的発達と成熟がはじまります。体調を崩したり、悩みをもつこともあります。

・体力や運動能力は飛躍的に発達します。鍛えればどんどんたくましくなる時期です。

◆異性への関心が高まります。

・ネット、テレビ・雑誌・漫画等で性情報は氾濫しています。さまざまな機会をとらえて、

男女相互理解を深め、正しい異性観をつかませて下さい。

・特にパソコンやスマホなどから、保護者の想像を超えた情報を閲覧している可能性があり

ます。またネット上で知り合った人とのトラブルが近年増えてきています。

◆進路を決めなければなりません。

・中学校の３年間は、本当に短くて、すぐに過ぎてしまいます。自分の進む方向を自覚する

か、しないかで大きな差が生じます。３年後は義務教育を終了し、それぞれが自分自身で

進路選択をし、それぞれが別々の道を歩むことになります。

★近年、一番心配で、難しい問題はネットや SNSに関するトラブルです。
・ネット依存(ゲーム、SNS)により寝不足や体調不良、倦怠感や学力不振が増えています。
・ネット等の利用により、物品やお金が動き、金銭的問題が起こることが増えています。

・ネット等の情報から、大人の知らない知識や世界を手に入れる子どもが増えています。

・SNS等で、個人情報流出、投稿が消せない等、リスクを背負い続ける問題が起きています。
・SNS や LINE から、人間関係のトラブル、いじめ等の発生源になることが増えています。
・LINE 等から、交友関係が広がり(年齢・地域)、事件やトラブルに巻き込まれています。

※子どもは、親の前、教師の前、友達の前で、異なった顔をもっています。家庭だけで、また

学校だけで子どもを健全に育てることは難しく、学校と家庭・地域が話し合い、協力し合い

連携を深めていくことが大切です。

時に、誤解が生じることがあるかもわかりませんが、互いに批判的にならず、そんなときこ

そ家庭と学校が相談・連携をすることが必要なときです。

※「親の言うことを聞かぬ子も、親のすることは必ずまねる。」と言われています。良くも悪

くも様々な面で、子どもは保護者の姿を見ていることを理解して下さい。
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『入学準備について』

（１）新入生体験入学・・・・平成３１年３月１１日（月）１０：００集合予定

・中学校で授業を受け、給食・清掃・部活動体験入学を行う予定です。

（２）入学準備物

入学時までに、家庭で用意していただきたいもの

① 制 服…別紙「加西中学校服装規定」にそったもの

② 自転車…自転車規定に適合するもの

※荷台付き（くくるゴム）、スタンド（引き起こし式）

※ヘルメットは小学校の時のもので可

③ 合 羽…雨天時の自転車通学で着用

(上・下)

④ 傘 …黒か紺の無地（地味な色のものを持たせて下さい）

入学時までに、学校で一括販売するもの（本校指定）

① 通学用カバン

② 体操服

◎ 長袖上下 体操服（名前の刺繍入り）

◎ 半袖上下 体操服（名前の刺繍入り）

※ 他から譲り受ける場合、本人の名前の刺繍を入れて下さい。

③ 体育館シューズ（シューズ入れ含）

④ 体操帽

⑤ スリッパ…新入生は赤色

※ 上記の物品販売 ３月２４日（日）13:00～ 15:00
武道館玄関前で販売します。(購入希望用紙 参照)

入学後に、学校で配付・販売するもの

① 教科書 …入学式当日に配付

② 名札、生徒手帳 …入学式当日に配付

③ ウィンドブレーカー …１０月頃に購入予定

※ ウィンドブレーカーは、通学および学校行事で全員が必要になります

※ 冬場の夕暮れ時は、安全タスキの意味もあります。

④ その他（副教材等、入学後に案内）
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『入学式について』

(1) 日 時 平成３１年４月８日(月) 午前１０時 開式

(2) 場 所 加西市立加西中学校 体育館

(3) その他

◇新入学生徒は９時２０分までに登校させて下さい。

・生徒の服装････学生服(男)、セ－ラ－服(女)

・持 ち 物････通学カバン、スリッパ、体育館シューズ(袋)、筆記用具

※新入生は交通に十分注意をして、自転車で登校させて下さい。

不慣れな自転車と大量の教科書等のため、帰りの荷物は保護者でお願いします。

※自転車通学は、「自転車通学許可誓約書」を提出後、地区生徒会(９日予定)

で通学路及び危険箇所等の確認を行ってから実施します。

◇ クラス編成表は自転車置き場前、木工室(南校舎西端)に掲示します。

生徒は、クラスを確認したあと誘導にしたがって各教室へ

◇ 保護者の皆さまは、９時４５分までに体育館へお入り下さい。

◇ 駐車場は、体育館周辺とプール周辺の校地内にお願いします。

※テニスコート東スペース、体育館周辺、本館北側、プール周辺

※できるだけ乗り合わせでお越し下さい。
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【ＭＥＭＯ】
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【ＭＥＭＯ】


